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第154号
２０１６. ６

３月議会で４議員が一般質問を行いました！

沖田公子議員：

大石哲雄議員：

松井孝恵議員：

九鬼裕見子議員：

☆健康・介護予防対策について☆少子化対策について

☆町長の政策について（本気度を問う）

☆町内地区単位の取り組みについて☆サイクリングロードについて

☆地域包括の取り組みの現状と方向性について

☆地方創生加速化交付金でどのような取り組みを考えているのか

平成２８年度一般会計・特別会計当初予算審議のため予算審査特別委員会が設置されました。

構成は議長を除く全議員１１名で、委員長に木本眞次議員、副委員長に榎本敏議員が就任しました。

発行／和歌山県上富田町議会　　編集／議会広報特別委員会

〒 649 −2192　和 歌 山 県 西 牟 婁 郡 上 富 田 町 朝 来 7 6 3
　　TEL(0739)47−0550　FAX(0739)47−5959

「議会だより」は、上富田町のホームページにも掲載しています。また、インターネット配信で議会の様子もご覧いただけます。

５月２０日に臨時会が開会され、議会構成の改選があり、

　　　　議長に　　山 本　明 生　氏
　　　　副議長に　榎 本　　 敏　氏が　就任しました。
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上
富
田
町
議
会
の
臨
時
会

が
平
成
28
年
５
月
20
日
に
開

会
さ
れ
、
当
局
か
ら
提
案
さ

れ
た
議
案
と
補
正
予
算
の
専

決
処
分
の
報
告
な
ど
の
審
議

を
行
っ
た
後
、
奥
田
議
長
か

ら
申
し
合
わ
せ
の
任
期
（
２

年
）
に
よ
る
議
長
の
辞
職
願

が
提
出
さ
れ
、
承
認
後
、
議

長
選
挙
が
行
わ
れ
、
投
票
の

結
果
、

　
山
本
　
明
生
　
氏
　
７
票

　
　
無
　
効
　
　
　
　
５
票

と
な
り
、
山
本
明
生
氏
が
第

二
十
七
代
議
長
に
就
任
し
ま

し
た
。

　
引
き
続
き
後
任
の
副
議
長

選
挙
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果

　
榎
本
　
　
敏
　
氏
　
７
票

　
　
無
　
効
　
　
　
　
５
票

と
な
り
、
榎
本
敏
氏
が
当
選

し
、
副
議
長
に
就
任
し
ま
し

た
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ご
健
勝
に
て
お
過

ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
平
素
は
議
会
活
動
に
ご
指

導
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
26
年
の
新
議
会
ス

タ
ー
ト
か
ら
早
く
も
２
年
が

経
過
し
、
折
り
返
し
点
で
の

議
会
構
成
に
つ
い
て
、
５
月

臨
時
会
で
、
議
員
の
皆
様
方

の
ご
推
挙
に
よ
り
、
私
ど
も

議
長
、
副
議
長
の
要
職
に
就

く
こ
と
に
な
り
、
誠
に
身
に

余
る
光
栄
で
あ
り
、
こ
の
重

責
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
黒
潮
国
体
か
ら

44
年
ぶ
り
と
な
る
「
紀
の
国

わ
か
や
ま
国
体
」「
わ
か
や

ま
大
会
」
が
開
催
さ
れ
当
町

で
は
、
野
球
・
サ
ッ
カ
ー
・

ラ
グ
ビ
ー
・
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
の
４
競
技
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
念
願

の
紀
勢
自
動
車
道
が
開
通
、

そ
れ
に
伴
い
紀
勢
道
で
唯
一

の
「
道
の
駅
く
ち
く
ま
の
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ

の
開
通
が
「
命
の
道
」
と
し

て
災
害
時
の
復
旧
支
援
や
代

替
機
能
の
強
化
や
安
心
・
安

全
の
確
保
と
観
光
や
農
林
水

産
業
の
振
興
な
ど
地
域
経
済

が
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
地
域
行
政
を
取
り

巻
く
環
境
で
は
、「
上
富
田

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

世
総
合
戦
略
」
が
昨
年
10
月

に
制
定
さ
れ
、
雇
用
、
交
流
、

子
育
て
、
健
康
、
愛
町
心
を

基
本
目
標
に
今
後
５
年
間
で

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
な

り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
本

当
の
意
味
で
の
地
方
自
治
体

の
力
、
変
化
に
対
応
す
る
能

力
が
問
わ
れ
る
時
代
が
来
て

お
り
ま
す
。

　
議
員
数
は
定
数
12
名
と
い

う
少
数
で
あ
り
ま
す
が
、
町

民
の
皆
様
の
声
を
議
会
を
通

し
て
行
政
に
反
映
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
議
員
の
皆
様
方
の

ご
推
挙
を
得
ま
し
た
う
え

は
、
上
富
田
町
政
発
展
の
た

め
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
し
て
、
さ
ら
に
円
滑

で
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
運

営
に
精
一
杯
努
力
し
て
い
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ど
う
か
町
民
の
皆
様
方
の

ご
支
援
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
議
員
は
い
ず
れ
か
の
常
任

委
員
会
に
所
属
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
常
任
委
員
会
は
２
つ
の
常

任
委
員
会
と
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
ペ
ー
ジ
に
新
し
い
常

任
委
員
会
構
成
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

議
長
に 

山 

本 

明 

生 

氏

　
副
議
長
は 

榎 

本
　 

敏 

氏

町
政
発
展
の
た
め

円
滑
な
議
会
運
営
に
努
力
し
た
い

常
任
委
員
会

議会構成がかわりました。

平成２８年第２回臨時会

榎 本　敏 副議長 山 本 明 生 議長
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議
会
運
営
委
員
会

　
議
会
運
営
委
員
会
の
所
管
事
項
は
、
定
例
会
や

臨
時
会
の
会
期
日
程
や
議
案
・
請
願
・
陳
情
の
取

扱
い
、
そ
の
他
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て
の
審
議
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
文

字
ど
お
り
議
会
の
運
営
に
つ
い
て
協
議
す
る
委
員

会
で
、
６
名
の
構
成
に
な
り
ま
す
。

委
員
長
　
木
本
眞
次
　
　
副
委
員
長
　
九
鬼
裕
見
子

委
　
員
　
大
石
哲
雄
　
　
委
　
員
　
　
畑
山
　
豊

委
　
員
　
奥
田
　
誠
　
　
委
　
員
　
　
吉
田
盛
彦

学
校
給
食
対
策
特
別
委
員
会

　
学
校
給
食
対
策
特
別
委
員
会
は
、
議
決
に
よ
り

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
学
校
給
食
に
つ
い
て
本

議
会
の
閉
会
中
も
継
続
し
て
審
査
す
る
も
の
で
、

６
名
の
構
成
に
な
り
ま
す
。

委
員
長
　
沖
田
公
子
　
　
副
委
員
長
　
谷
端
　
清

委
　
員
　
松
井
孝
恵
　
　
委
　
員
　
　
樫
木
正
行

委
　
員
　
大
石
哲
雄
　
　
委
　
員
　
　
木
本
眞
次

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
議
会
広
報
特
別
委
員
会
は
、
規
程
に
よ
り
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
議
会
広
報
に
つ
い
て
本
議
会

の
閉
会
中
も
継
続
し
て
審
査
・
編
集
・
発
行
を
す

る
も
の
で
、
６
名
の
構
成
に
な
り
ま
す
。

委
員
長
　
樫
木
正
行
　
　
副
委
員
長
　
榎
本
　
敏

委
　
員
　
松
井
孝
恵
　
　
委
　
員
　
　
谷
端
　
清

委
　
員
　
奥
田
　
誠
　
　
委
　
員
　
　
沖
田
公
子

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
総
務
教
育
常
任
委
員
会
の
所
管
事
項
は
「
会
計
、

庶
務
、
行
政
、
財
政
、
ま
ち
づ
く
り
、
税
務
、
教

育(

学
校
教
育
・
生
涯
学
習)

な
ど
に
関
す
る
事

項
や
、
他
の
委
員
会
に
属
さ
な
い
こ
と
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

産
業
民
生
常
任
委
員
会

　
産
業
民
生
常
任
委
員
会
の
所
管
事
項
は
「
農
林

業
、
建
設
、
上
下
水
道
、
福
祉
、
健
康
、
保
健
衛
生
、

保
育
所
に
関
す
る
事
項
」
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

委　員　九鬼 裕見子 委　員　樫木 正行 委員長　吉田 盛彦

委　員　奥田　誠 委　員　山本 明生 副委員長　沖田 公子

委　員　榎本　敏 委　員　松井 孝恵 委員長　畑山　豊

委　員　木本 眞次 委　員　大石 哲雄 副委員長　谷端　清
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監査委員に 奥田 　誠 氏（議会選出）

　　　　　 井上 秀男 氏（学識経験者）
　監査委員は地方自治法によって、町長が「財務管理や事

業の経営管理について、専門知識や経験のある人からと、

議員のうちから」議会の同意を得て選任することになってい

ます。その議会から選出されています。

　今回、議会構成が改選されたことに伴い、奥田誠氏を選

任したいとの町長の提案に全会一致で同意しました。

　また、学識経験者から選任されていた井上秀男氏が任期

満了となるため、全会一致で再任同意されました。

体育協会理事に、松井 孝恵 氏　 谷端 　清 氏
　上富田町体育協会の規約により、町議会より理事２名を選出しました。

一
部
事
務
組
合
の

　
　
議
会
議
員
を
選
出

　
一
部
事
務
組
合
と
は
、
２
以
上
の
町
村
が
団
体
の
事
務
や

機
関
に
委
任
さ
れ
て
い
る
事
務
の
一
部
を
共
同
で
処
理
す
る

た
め
に
設
け
る
地
方
公
共
団
体
の
組
合
を
い
い
ま
す
。

上
大
中
清
掃
施
設
組
合

議
会
議
員

　
松
井
　
孝
恵

樫
木
　
正
行

榎
本
　
　
敏

木
本
　
眞
次

富
田
川
衛
生
施
設
組
合

議
会
議
員

谷
端
　
　
清

畑
山
　
　
豊

奥
田
　
　
誠

沖
田
　
公
子

　
紀
南
環
境
広
域

　
施
設
組
合
議
会
議
員

山
本
　
明
生

畑
山
　
　
豊

富
田
川
治
水
組
合

議
会
議
員

山
本
　
明
生

九
鬼
裕
見
子

大
石
　
哲
雄

吉
田
　
盛
彦

田
辺
周
辺
広
域

　
市
町
村
圏
組
合

議
会
議
員

山
本
　
明
生

榎
本
　
　
敏

公
立
紀
南
病
院
組
合

議
会
議
員

山
本
　
明
生

奥
田
　
　
誠

和歌山県後期高齢者医療広域連合議会議員
後期高齢者医療制度に伴い、県下３０市町村で構成する広域連合議会議員

山本 明生

※今回の議会改選による役職の任期については、いずれも上富田町議会の申し合わせにより、２年間としています。

井上 秀男氏
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①
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
の

導
入
に
つ
い
て
　

②
公
園
へ
の
健
康
遊
具
の
設

置
に
つ
い
て

質
問
　
公
園
へ
の
健
康
遊
具

の
設
置
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

組
み
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
地
域
住
民
と
一
緒
に
な
っ

て
取
り
組
む
健
康
づ
く
り
、

介
護
予
防
の
考
え
は
。

住
民
生
活
課
長
　
①
に
つ
い

て
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
制

と
は
、
疾
病
予
防
や
健
康
増

進
に
努
力
し
た
個
人
へ
の
対

価
と
し
て
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ

ン
ト
を
与
え
、
た
ま
っ
た
ポ

イ
ン
ト
で
健
康
グ
ッ
ズ
等
を

交
換
で
き
る
特
典
を
与
え
る

も
の
で
す
。
町
は
平
成
28
年

度
に
国
民
健
康
保
険
加
入
者

を
対
象
に
、
県
の
国
民
健
康

保
険
事
業
の
調
整
交
付
金
を

活
用
し
て
、
特
定
健
康
診
査

を
受
診
、
さ
ら
に
地
方
創
生

く
ち
く
ま
の
健
康
増
進
事
業

に
参
加
さ
れ
た
方
に
健
康

グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

取
り
組
み
を
実
施
す
る
予
定

で
す
。
今
後
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア

ポ
イ
ン
ト
が
付
与
で
き
る
事

業
に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
示
さ
れ
て
か
ら
調

査
、
研
究
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
②
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
は
手
軽
に
出
来
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
を
５
年

間
実
施
す
る
こ
と
で
、
町
民

の
健
康
増
進
に
つ
な
げ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
が
欲
し
い
の
に
で

き
な
い
夫
婦
の
人
生
に
と
っ

て
、
不
妊
治
療
と
い
う
の
は

大
変
大
き
な
役
割
を
果
た
し

ま
す
。

質
問
①
一
般
不
妊
治
療
助
成

と
特
定
不
妊
治
療
助
成
の
実

績
件
数
と
助
成
額
は
。

②
今
後
、
国
・
県
が
不
妊
治

療
助
成
を
拡
充
す
る
上
に
お

い
て
、
町
と
し
て
独
自
の
上

乗
せ
を
し
、
助
成
す
る
な
ど

事
業
の
拡
充
の
考
え
は
。

③
男
性
の
不
妊
治
療
の
拡
充

を
。

④
不
育
症
治
療
の
助
成
の
拡

充
を
。
又
不
育
症
に
関
す
る

認
知
度
を
高
め
て
頂
き
た

い
。

⑤
紀
南
病
院
で
特
定
不
妊
治

療
の
実
施
を
。

⑥
所
得
制
限
を
な
く
す
検
討

を
。

住
民
生
活
課
企
画
員
　
①
に

つ
い
て
、
一
般
不
妊
治
療
費

助
成
事
業
で
は
、
県
と
町
の

助
成
事
業
で
平
成
19
年
度
よ

り
開
始
、
約
８
年
間
で
申
請

件
数
は
63
件
、
特
定
不
妊
治

療
費
助
成
事
業
で
は
、
国
と

県
の
助
成
事
業
で
平
成
16
年

よ
り
11
年
間
の
申
請
件
数
は

５
１
３
件
で
年
々
増
加
。
一

般
不
妊
治
療
費
助
成
額
で

は
、
夫
婦
で
一
年
度
当
た
り

３
万
円
を
限
度
と
し
、
特
定

不
妊
治
療
費
助
成
額
で
は
、

事
業
拡
充
前
は
一
回
当
た
り

15
万
円
を
限
度
と
し
て
お
り

ま
し
た
が
、事
業
拡
充
後
は
、

初
回
の
助
成
額
30
万
円
が
上

限
で
す
。
二
回
目
以
降
の
助

成
額
は
国
と
県
を
合
わ
せ
て

15
万
円
と
な
り
ま
す
が
、
平

成
28
年
度
よ
り
県
が
10
万
円

の
上
乗
せ
を
行
う
予
定
で

す
。
対
象
者
に
は
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。

②
に
つ
い
て
は
、
特
に
費
用

の
か
か
る
特
定
不
妊
治
療
に

対
し
て
、
独
自
の
上
乗
せ
を

前
向
き
に
検
討
し
、
経
済
的

な
負
担
の
軽
減
を
図
れ
る
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
。

③
に
つ
い
て
は
、
一
回
当
た

り
の
助
成
額
が
、
夫
婦
合
わ

せ
て
15
万
円
で
し
た
が
、
今

回
の
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

の
拡
充
に
よ
り
、
別
枠
と
し

て
一
回
の
助
成
に
つ
き
15
万

円
ま
で
行
き
ま
す
。

④
に
つ
い
て
は
、
不
育
症
治

療
費
の
助
成
も
一
般
不
妊
治

療
費
助
成
に
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
又
、
認
知
度
を
高
め
る

た
め
に
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
記
載
し
て
お
り
、
ま
た

新
し
く
配
付
す
る
「
上
富
田

町
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

に
も
記
載
し
て
い
く
予
定
で

す
。

町
長
　
⑤
に
つ
い
て
は
、
国

の
機
関
、
南
和
歌
山
医
療
セ

ン
タ
ー
等
の
施
設
で
国
が
力

を
入
れ
る
べ
き
問
題
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑥
に
つ
い
て
は
、
所
得
制
限

を
撤
廃
す
る
と
い
う
こ
と
が

他
の
事
業
に
も
影
響
す
る
こ

と
が
出
て
き
ま
す
の
で
、
非

常
に
難
し
い
問
題
で
す
。

　平成２８年度３月定例会の一般質問は日程２日目の３月１１日
に行われ、４議員が登壇し、当局の考えを質しました。その質
問、答弁の趣旨をまとめて掲載しています。

沖田 公子 議員

１．健康・介護予防対策について
２．少子化対策について　　　　

（質問方式　　分割方式）

１
．
介
護
予
防
対
策
に

つ
い
て

２
．
少
子
化
対
策
に
つ

い
て
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質
問
　
給
食
実
施
に
つ
い
て

町
長
　
28
年
度
で
採
択
さ
れ

る
か
さ
れ
な
い
か
で
大
き
く

違
っ
て
く
る
が
、
最
終
的
に

は
や
は
り
す
る
と
言
っ
て
い

ま
す
が
、
や
は
り
そ
れ
な
り

の
町
民
負
担
も
覚
悟
し
て
欲

し
い
。
必
ず
町
民
負
担
が
出

て
く
る
。
そ
の
中
で
安
易
に

町
民
負
担
を
求
め
る
の
で
は

な
く
、
節
約
す
る
と
こ
ろ
は

せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
27
年
度
の
決
算
を

打
っ
た
と
き
に
若
干
基
金
に

土
地
を
売
っ
た
代
金
が
残
る

が
、
こ
れ
は
学
校
給
食
の
た

め
に
置
い
て
お
け
よ
と
言
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
決

意
は
も
っ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
次
は
場
所
、
議
会
閉
会

後
、
学
校
給
食
対
策
特
別
委

員
会
を
開
い
て
、
場
所
に
つ

い
て
は
も
う
決
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
や
る
年
度

に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り

30
年
度
で
や
り
た
い
。
採
択

で
き
な
か
っ
た
ら
、
極
端
で

す
が
、
後
世
に
借
金
を
残
し

て
で
も
や
る
と
い
う
私
自
身

の
覚
悟
を
持
っ
て
い
ま
す
。

質
問
　
企
業
団
地
に
つ
い
て

の
本
気
度
は
ど
う
か

町
長
　
24
年
度
か
ら
起
業
し

た
両
新
田
・
砂
田
地
区
も
順

調
よ
く
販
売
す
る
こ
と
が
で

き
、
こ
の
土
地
に
つ
い
て
も

町
の
持
ち
出
し
は
な
い
よ
う

な
格
好
に
し
て
い
ま
す
。
大

内
谷
残
土
処
分
場
を
利
用
し

た
南
紀
の
台
へ
通
じ
る
道
も

町
の
持
ち
出
し
が
な
い
。
こ

の
ゼ
ロ
予
算
。
こ
の
精
神
を

職
員
も
持
っ
た
ら
し
い
。
そ

こ
で
新
た
に
新
規
造
成
す
る

と
い
う
こ
と
が
ど
う
い
う

ふ
う
に
な
る
か
、
今
検
討

し
て
い
る
事
例
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
土
地
に
つ
い
て

は
、
前
に
６
メ
ー
ト
ル
の

道
、
現
状
が
山
、
民
有
林
で

す
。
こ
の
事
業
を
し
た
と
き

に
概
算
分
の
工
事
で
、
約

７
億
５
０
０
０
万
円
ぐ
ら
い

要
り
ま
す
。
そ
れ
を
単
純

に
精
算
す
る
と
２
万
平
方

メ
ー
ト
ル
、
６
０
０
０
坪
ぐ

ら
い
の
土
地
が
で
き
る
よ

う
で
す
。
単
純
に
計
算
す

る
と
坪
12
万
５
０
０
０
円
。

企
業
団
地
と
し
て
は
、
こ

れ
は
売
れ
る
単
価
で
は
な

い
。
で
き
た
ら
10
万
円
と

か
７
万
５
０
０
０
円
と
か
、

６
万
円
に
せ
ね
ば
売
れ
な

い
。こ
れ
を
解
消
す
る
に
は
、

企
業
誘
致
に
対
す
る
優
遇
政

策
を
つ
け
る
。
私
自
身
は
し

た
い
ん
で
す
。
し
た
い
け
れ

ど
も
、
こ
の
政
策
を
と
っ
た

と
き
に
、
議
会
と
し
て
ク

レ
ー
ム
を
つ
け
る
の
か
ど
う

か
。
む
し
ろ
議
会
の
方
か
ら

こ
う
い
う
政
策
を
町
で
や
る

気
が
な
い
か
と
い
う
よ
う
な

こ
と
を
言
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
で
し
た
ら
私
は
し
た

い
。
た
だ
し
一
般
財
源
の
持

ち
出
し
資
金
の
調
達
。今
後
、

私
以
降
の
町
長
が
負
債
を
抱

え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
負

債
を
持
っ
て
い
っ
て
で
も
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
り

ま
す
。

町
長
　
私
自
身
、
上
富
田
町

ほ
ど
女
性
を
重
要
視
し
て
い

る
職
場
は
な
い
と
い
う
判
断

を
し
て
い
ま
す
。
極
端
な
例

を
言
い
ま
す
と
、
今
後
と
も

そ
の
年
代
と
か
、
そ
の
経
験

を
見
て
女
性
を
登
用
し
た

い
。
そ
れ
で
女
性
だ
け
登
用

す
る
と
、
男
性
の
職
員
が
お

く
れ
る
と
い
う
こ
と
も
出
て

き
ま
す
の
で
、
そ
の
点
は
ご

了
解
い
た
だ
き
た
い
。
私
自

身
は
女
性
が
好
き
な
ん
で
、

上
富
田
町
は
女
性
を
最
高
位

に
そ
う
い
う
仕
事
を
さ
せ
た

い
。

質
問
　
職
場
環
境
、
仕
事
の

内
容
に
つ
い
て
町
長
の
考
え

る
と
こ
ろ
も
あ
ろ
う
か
と
思

う
が
、
副
町
長
の
ご
意
見
を

お
伺
い
し
た
い
。

副
町
長
　
現
在
、
町
長
の
考

え
方
に
つ
い
て
は
、
管
理
職

を
対
象
と
し
た
総
合
企
画
員

会
議
、
そ
れ
か
ら
全
職
員
の

中
で
代
表
で
構
成
す
る
行
政

改
革
推
進
本
部
会
議
で
町
長

の
指
示
を
仰
ぎ
、
そ
れ
に
つ

い
て
職
員
の
意
思
の
疎
通
を

図
っ
て
い
ま
す
。
常
に
人
事

管
理
を
行
う
上
で
は
職
員
の

能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し

活
用
で
き
る
よ
う
な
組
織
体

制
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
人

事
異
動
に
当
っ
て
も
職
場
の

経
験
年
数
と
か
個
人
の
人
事

評
価
を
基
本
と
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
又
、
役
職
の
登

用
に
つ
い
て
も
結
果
を
ふ
ま

え
、
男
女
の
比
率
だ
け
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
や
は

り
個
々
の
業
績
能
力
を
考
慮

し
配
慮
し
て
い
る
状
況
で

す
。
今
後
と
も
職
場
環
境
に

十
分
傾
注
し
て
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
も
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
捉
え
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

１
．
町
長
の
政
策
に
つ

い
て
そ
の
本
気
度

を
問
う

２
．
男
女
共
同
参
画
社

会
実
現
に
つ
い
て

本
気
度
は

大石 哲雄 議員

１．町長の政策について

（質問方式　　一問一答方式）
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質
問
　
地
方
創
生
に
つ
い
て

本
町
で
は
有
識
者
会
議
の
意

見
を
受
け
て
、
５
つ
の
目
標

を
定
め
た
。
要
約
す
る
と
①

地
方
に
お
け
る
安
定
し
た
雇

用
、
②
地
方
へ
の
移
住
促
進
、

③
合
計
特
殊
出
生
率
の
回
復

と
維
持
、
④
元
気
で
い
き
い

き
上
富
田
、
⑤
町
民
全
体
の

知
恵
と
力
で
こ
れ
か
ら
の
上

富
田
町
を
つ
く
る
と
な
っ
て

い
て
、
と
り
わ
け
こ
の
⑤
番

目
が
肝
心
で
「
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
」
に
あ
る
よ
う
に
「
上
富

田
町
が
と
て
も
好
き
で
あ
る

人
の
割
合
を
高
め
て
い
く
」

こ
の
観
点
が
大
切
だ
と
考
え

る
。
私
は
市
ノ
瀬
で
芝
居
を

や
っ
て
い
る
が
、
地
域
を
ど

う
す
る
か
と
か
上
富
田
町
を

今
後
ど
う
す
る
か
、
と
い
う

話
を
よ
く
し
て
い
る
。
龍
松

山
、
い
わ
ゆ
る
城
山
が
あ
る

が
、
力
合
わ
せ
た
ら
城
ぐ
ら

い
で
き
る
ん
違
う
か
、
年
と
っ

て
か
ら
遊
ぶ
所
つ
く
り
ま
せ

ん
か
と
か
、
お
互
い
に
助
け

合
う
て
い
こ
ら
と
か
。

　
ま
た
、
こ
ん
な
話
も
。
42

号
と
３
１
１
号
、
上
富
田
通

ら
な
ん
だ
ら
ど
の
市
町
村
も

行
き
来
で
き
や
ん
わ
け
で
、

通
行
税
と
っ
た
ら
ど
う
か
と

か
。
昭
和
23
年
頃
に
は
市
ノ

瀬
橋
は
通
行
税
を
取
っ
て
橋

の
修
理
に
充
て
て
い
た
。
こ

れ
も
話
だ
が
、
合
併
せ
な
も

た
ん
と
い
う
話
を
聞
く
が
市

ノ
瀬
村
に
戻
っ
て
独
立
し
た

ら
ど
う
よ
、
村
長
、
話
し
て

決
め
て
お
か
な
あ
か
ん
で

と
。
な
る
べ
く
行
政
に
頼
ら

ず
に
で
き
る
こ
と
は
自
分
ら

で
や
っ
て
い
こ
ら
、
と
い
う

話
で
す
。
事
実
、
こ
の
４
月

か
ら
市
ノ
瀬
診
療
所
の
体
制

が
変
わ
っ
て
、
早
速
、
愛
郷

会
の
理
事
さ
ん
、
連
協
の
役

員
さ
ん
が
集
ま
っ
て
、
病
院

を
き
れ
い
に
し
よ
ら
と
い
う

こ
と
で
、
ト
ラ
ッ
ク
や
ら
材

料
を
持
ち
寄
っ
て
木
の
処
分

を
し
た
。
ま
た
、
周
知
も
自

分
た
ち
で
ビ
ラ
を
作
っ
て
、

各
戸
に
配
付
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
昨
年
十
一
月
、
市
ノ

瀬
愛
郷
会
の
主
催
す
る
各
団

体
と
の
意
見
交
換
会
が
行
わ

れ
た
。
こ
の
団
体
が
運
営
す

る
一
つ
に
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
が
あ
り
改
築
工
事
が

計
画
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
紀
南

唯
一
の
施
設
で
あ
り
、
周
辺

に
広
場
や
体
育
館
、
憩
い
の

家
、
診
療
所
、
交
流
館
や
ラ

ビ
ー
ム
ゴ
ル
フ
場
、
文
化
財

は
興
禅
寺
日
本
一
の
ダ
ル
マ

寺
、
一
ノ
瀬
大
踊
り
、
春
日

神
社
と
芝
居
、
辰
巻
城
跡
、

清
水
鉱
山
跡
な
ど
。
コ
ス
モ

ス
、
菜
の
花
、
曼
珠
沙
華
な

ど
も
あ
る
。
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
付
近
を
核
と
し

て
、
地
域
お
こ
し
が
で
き
な

い
か
、
後
継
者
育
成
の
た
め

に
今
自
分
た
ち
が
汗
を
か
き

後
世
に
伝
え
て
い
く
と
い
う

取
組
み
が
進
行
中
で
あ
る
。

町
長
に
尋
ね
る
。
こ
の
こ
と

は
町
長
も
委
員
会
で
も
話
さ

れ
、
新
聞
も
取
り
上
げ
、
地

域
と
し
て
も
後
戻
り
で
き
な

い
。
地
域
が
独
自
に
取
り
組

む
わ
け
だ
が
、
町
と
し
て
ど

の
あ
た
り
ま
で
ど
の
よ
う
に

関
与
す
る
、
あ
る
い
は
で
き

る
と
考
え
て
い
る
か
。

町
長
　
私
も
日
本
各
地
い
ろ

ん
な
と
こ
ろ
へ
見
学
に
行
っ

て
い
る
。
有
名
な
と
こ
ろ
、

隠
岐
の
島
の
海
土
町
が
都
会

か
ら
移
住
人
口
が
増
え
た
と

有
名
だ
が
地
方
交
付
税
が
多

い
の
が
実
態
。
参
考
に
で
き

な
い
と
思
っ
て
い
る
。
今
参

考
に
し
て
い
る
の
は
鹿
児
島

県
鹿
屋
市
柳
谷
で
有
名
な
地

域
お
こ
し
の
と
こ
ろ
で
、
行

政
に
頼
ら
な
い
地
域
づ
く
り

を
す
る
と
い
う
こ
と
で
行
政

に
ま
る
っ
き
り
頼
っ
て
い
ま

せ
ん
。
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し

て
最
後
に
出
て
く
る
の
は
高

齢
者
に
楽
し
み
を
持
た
さ
な

く
て
は
無
理
と
い
う
こ
と
で

鹿
児
島
は
サ
ツ
マ
イ
モ
を
焼

酎
に
し
て
そ
の
収
益
で
高
齢

者
に
ボ
ー
ナ
ス
を
配
分
し
て

い
る
。
そ
の
こ
と
で
高
齢
者

が
来
て
、
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
を
し
て
移
住
さ
れ
た
若
い

人
が
い
ま
す
。
今
、
日
本
の

国
で
何
が
必
要
か
と
言
え
ば

ま
ず
国
に
頼
ら
な
い
、
県
政

に
頼
ら
な
い
、
町
政
に
頼
ら

な
い
。
み
ず
か
ら
す
る
と
い

う
心
も
た
す
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
私
は
冷
た

い
よ
う
な
言
い
方
し
ま
す
け

ど
健
康
も
そ
う
で
す
。
ほ
か

の
こ
と
も
ま
ず
第
一
に
自
分

で
努
力
す
る
考
え
を
持
た
な

け
れ
ば
国
の
財
政
は
破
綻
す

る
と
い
う
考
え
方
を
持
っ
て

い
る
。
厳
し
い
答
弁
を
常
々

さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
そ
う

い
う
こ
と
で
す
。

　
市
ノ
瀬
の
人
は
育
て
れ
ば

そ
の
気
に
絶
対
な
る
。
私
は

失
敗
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
、

役
場
か
ら
持
っ
て
行
っ
た
ら

大
概
、
役
場
が
言
う
て
き
た

か
ら
し
よ
う
か
、
何
か
せ
ん

な
ん
よ
と
い
う
こ
と
で
役
場

に
頼
っ
て
く
る
。
今
度
、
市

ノ
瀬
の
場
合
に
お
願
い
し
た

い
の
は
、
話
は
必
ず
全
部
聞

け
と
職
員
に
言
っ
て
い
て
、

で
き
や
ん
も
の
は
は
っ
き
り

せ
え
よ
と
。
市
ノ
瀬
で
学
童

保
育
は
無
理
で
す
。
一
定
の

人
数
な
か
っ
た
ら
国
・
県
の

補
助
金
が
な
い
の
で
朝
来
と

ほ
か
の
学
校
を
一
つ
に
し
て

あ
る
事
情
を
知
っ
て
欲
し
い
。

　
ま
た
、
反
対
に
役
場
と
し

て
も
何
が
で
き
る
か
と
い
う

こ
と
、
何
が
お
願
い
せ
ん
な

ん
か
と
い
う
こ
と
も
検
討
し

て
い
ま
す
。
平
成
十
九
年
に

合
併
が
難
し
く
な
っ
た
と
き

に
提
案
方
式
を
し
た
ら
シ
ー

カ
や
創
作
劇
が
で
き
た
。
そ

う
い
う
も
の
の
考
え
方
の
調

整
の
な
か
で
市
ノ
瀬
の
ま
ち

づ
く
り
が
成
功
す
る
よ
う
に

取
組
ま
せ
て
い
た
だ
く
。

質
問
　
ま
ず
は
上
富
田
へ
観

光
で
も
な
ん
で
も
遊
び
に
来

て
も
ら
っ
て
良
さ
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
県
で
は
、
未
来
に
羽
ば

た
く
元
気
な
和
歌
山
の
実
現

と
し
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
の
整
備
計
画
が
推
進
さ
れ

て
い
る
。
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
付
近
が
有
利
な
地
形

と
条
件
と
思
う
が
当
局
の
考

え
は
い
か
が
か
。

産
業
建
設
課
長
　
県
の
自
転

車
推
進
政
策
に
つ
い
て
、
近

年
、
健
康
志
向
や
環
境
意
識

の
高
ま
り
等
を
背
景
に
自
転

車
の
利
用
ニ
ー
ズ
が
拡
大
す

る
中
、
和
歌
山
県
の
自
然
を

満
喫
で
き
る
川
、
山
、
海
の

３
つ
の
ル
ー
ト
を
整
備
し
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
王
国
を
目
指

し
、
県
外
か
ら
多
く
の
サ
イ

ク
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
呼
び
込

み
、
自
転
車
の
輪
を
ひ
ろ
げ

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
上
富
田
町
で
は
基
本
的

に
国
道
３
１
１
号
線
で
必
要

に
な
っ
て
く
る
の
が
休
憩
施

設
で
す
。
ル
ー
ト
上
、
ま
た

は
周
辺
に
位
置
す
る
公
共
性

の
高
い
施
設
を
沿
線
市
町
村

が
推
薦
し
て
県
が
選
定
、
整

備
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ご
指
摘
の
市
ノ
瀬
体
育

館
付
近
も
町
の
有
力
な
候
補

地
で
あ
り
、
今
後
、
県
と
協

議
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

１
．
町
内
地
区
単
位
の

取
組
み
に
つ
い
て

２
．サ
イ
ク
リ
ン
グ

　  

ロ
ー
ド
に
つ
い
て

松井　孝恵 議員

１．町内地区単位の取り組みについて
２．サイクリングロードについて　　

（質問方式　　分割方式）
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質
問
　
①
　
上
富
田
町
に
お

け
る
地
域
別
の
独
り
暮
ら
し

の
人
数
と
そ
の
状
況
に
つ
い

て介
護
保
険
制
度
は
、
加
齢
に

伴
っ
て
生
じ
る
心
身
の
変
化

に
起
因
す
る
疾
病
等
に
よ
り

要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も
、

医
療
サ
ー
ビ
ス
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
で
、
国

民
の
保
健
医
療
の
向
上
及
び

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
上
富
田
町

で
、
70
歳
以
上
の
独
り
暮
ら

し
の
方
の
地
域
別
の
人
数
、

と
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
は

ど
う
か
。

住
民
生
活
課
長
　
70
歳
以

上
、
朝
来
３
５
２
人
、
生
馬

１
８
２
人
、
市
ノ
瀬
96
人
、

岩
崎
12
人
、岩
田
１
１
２
人
、

岡
44
人
、
下
鮎
川
33
人
、
南

紀
の
台
83
人
。
要
支
援
１
・

２
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

は
２
６
８
人
で
、
訪
問
介

護
、
家
事
援
助
を
受
け
て
い

る
方
は
１
０
４
人
と
な
っ
て

い
る
。

質
問
　
②
　
新
総
合
事
業
に

お
け
る
要
支
援
１
・
２
の
方

の
支
援
が
２
０
１
７
年
か
ら

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
　

新
総
合
事
業
で
は
要
支
援

１
・
２
は
保
険
か
ら
外
さ
れ

る
方
向
だ
が
、
今
後
、
行
政

と
し
て
ど
ん
な
援
助
が
で
き

る
の
か
。

要
支
援
１
・
２
で
あ
っ
て

も
、
必
要
な
方
に
は
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
の
か
。
国

の
制
度
だ
か
ら
住
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
お
願
い
す
る
の

か
。
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
は
利

用
者
の
日
常
生
活
を
具
体
的

に
支
え
る
専
門
職
の
仕
事
で

あ
る
。

住
民
生
活
課
長
　
介
護
状

態
・
要
支
援
状
態
に
な
っ
た

ら
、
認
定
調
査
を
受
け
、
同

じ
サ
ー
ビ
ス
内
容
で
あ
れ

ば
、
現
行
通
り
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
よ
り
軽
い

方
は
地
域
包
括
の
方
に
相
談

を
い
た
だ
き
、
み
な
さ
ん
に

合
っ
た
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
、
一
部
緩
和
し
た
住
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
で
で
き
る
か
と
思
う
。

質
問
　
③
　
地
域
サ
ロ
ン
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
が

将
来
的
に
持
続
可
能
か

15
か
所
の
地
域
サ
ロ
ン
が
立

ち
上
が
っ
て
い
て
、
新
し
く

立
ち
あ
が
っ
た
サ
ロ
ン
で

は
、
社
協
の
方
の
リ
ー
ド
で

催
し
が
で
き
て
い
る
。
将
来

的
に
地
域
に
丸
投
げ
と
な
る

と
、担
い
手
の
負
担
に
な
る
。

サ
ロ
ン
を
リ
ー
ド
す
る
職
員

の
配
置
を
で
き
な
い
か
。

住
民
生
活
課
長
　
近
い
将
来

30
か
所
に
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
い
つ
ま
で
も
、
地
域

包
括
、
社
協
の
職
員
と
い
う

わ
け
に
は
行
か
な
い
。
サ
ロ

ン
の
運
営
は
、
将
来
的
に
持

続
し
て
い
く
た
め
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
、
健
康

や
介
護
予
防
、
認
知
症
に
関

す
る
理
解
等
深
め
る
研
修

会
、
交
流
会
を
定
期
的
に
開

催
し
持
続
す
る
支
援
を
予
定

し
て
い
る
。

質
問
　
④
　
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
今
後
の
見
通
し

は
？

地
域
の
中
で
、
一
人
暮
ら
し

で
な
い
方
も
含
め
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
を
作
っ
て
い
く
こ

と
は
大
事
で
あ
る
。
上
富
田

町
に
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
な
い
が
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
組

織
で
な
く
、
町
独
自
で
、
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て

は
ど
う
か
。

町
長
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
設
立
は
、
上
富
田
町
で

は
難
し
い
。
男
性
の
方
も
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
参
加
い

た
だ
き
た
い
。

質
問
　
地
方
創
生
加
速
化
交

付
金
で
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
考
え
て
い
る
か

加
速
化
交
付
金
は
、
一
億

総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向

け
て
緊
急
対
応
と
し
て
、

交
付
額
目
安
は
、
市
町
村

へ
は
４
０
０
０
万
円
か
ら

８
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
地
方
版
総
合
戦
略
が
住

民
利
益
と
地
域
再
生
の
実
現

の
立
場
で
充
実
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
。「
き
ら
り
☆
く

ち
く
ま
の
健
康
村
構
想
」、

町
民
す
べ
て
が
元
気
で
生
き

生
き
と
暮
ら
せ
る
生
涯
活
躍

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

と
し
て
い
る
が
、
上
富
田
町

は
こ
の
加
速
化
交
付
金
で
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え

て
い
る
か
。

総
務
政
策
課
企
画
員
　
地
方

創
生
関
連
交
付
金
を
活
用
し

て
実
施
し
て
い
る
各
種
事
業

の
さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
る
。
町
民
す
べ
て
が
健

康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

生
涯
活
躍
の
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
こ

う
と
い
う
も
の
。

質
問
　
町
民
が
積
極
的
に
利

用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
、
特
に

高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、
健

康
維
持
の
た
め
の
施
策
を
展

開
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
が
、
具
体
的
に
ど
う

か
。

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長

　
健
康
増
進
運
動
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
に
よ
り
一
般
町
民

や
高
齢
者
の
運
動
機
能
や
筋

肉
量
を
増
や
し
、
健
康
増
進

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問
　
ス
ポ
ー
ツ
サ
ロ
ン
施

設
建
設
計
画
に
３
９
０
０
万

円
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
対

応
型
備
品
購
入
費
や
海
外

チ
ー
ム
招
致
な
ど
の
費
用
と

し
て
２
７
５
０
万
円
、
総
額

８
６
０
０
万
円
。
交
付
金
が

対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
時
の

対
応
は
ど
う
か
。

町
長
　
交
付
金
が
対
象
に
な

ら
な
い
場
合
は
専
決
で
全
て

減
額
す
る
。

質
問
　
ど
う
い
う
健
康
ス

ポ
ー
ツ
サ
ロ
ン
を
イ
メ
ー
ジ

し
、
建
設
さ
れ
る
の
か
。

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長

　
ス
ポ
ー
ツ
サ
ロ
ン
の
計
画

案
は
工
事
費
約
３
５
０
０
万

円
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
購

入
費
３
１
４
５
万
円
を
見
込

ん
で
い
る
。
一
階
は
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で
、
ス
ポ
ー

ツ
選
手
の
筋
肉
強
化
を
目
的

に
、
二
階
は
健
康
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
ル
ー
ム
と
し
て
、
住
民

の
健
康
増
進
を
図
る
目
的
の

活
用
を
図
る
。設
備
と
し
て
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
や
健
康

づ
く
り
機
器
の
設
備
を
す
る

と
と
も
に
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
育
成
を
図
り
、
指
導

員
の
設
置
も
考
え
て
い
る
。

１
．
地
域
包
括
の
取
り

組
み
の
現
状
と
方

向
性
に
つ
い
て

２
．
地
方
創
生
加
速
化

交
付
金
で
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

九鬼 裕見子 議員

１．地域包括の取り組みの現状と方向性について
２．地方創生加速化交付金での取り組みについて

（質問方式　　一問一答方式）
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　ただいま議題となりました、議案第３５号上富田町一般会計予算から議案第４８号平成２８年度西牟婁

郡公平委員会予算までの１４議案につきまして、予算審査特別委員会における審査の経過及び結果をご

報告申し上げます。

　議案第３５号から議案第４８号までの１４議案は、去る３月７日に当予算審査特別委員会に付託され、

３月１４日、１５日の２日間で、当局から説明を受け、質疑を行い、３月１５日には質疑を含め、討論、採

決を行いました。

　その結果、付託された１４議案の内議案第３５号から議案第３８号までの４議案については、賛成多数、

議案第４０号から４８号までの１０議案については、全会一致により、すべて原案のとおり可決するものと

いたしました。

　各議案審査の過程においては、前年対比による増減理由、新規事業の内容及び効果や積算根拠を問う

もの、決算審査の指摘事項が予算に反映されているかどうかなど質疑、提言は広範にわたりました。　

　一般会計の総額は５４億８８００万円で前年対比６億５００万円の減で、これは国体の終了、道の駅の完

成、統合保育所の建設もほぼ完成したことなどによる大型事業完了により大幅減となっておりますが、教

育費に学校給食施設整備事業費が措置されたことにより、今後、学校給食事業に係る費用計上により予

算規模の増加が予想されます。

　厳しい財政事情の中、今後も予算の精査に努める必要があると考えます。

　当局においては、新年度予算の執行につきましては、委員会において可決の議決を得たことの重みをしっか

りと受け止めていただき、予定事業の推進にあたっていただくことを強く要望して、委員長報告といたします。

議　　件

議案第３５号 平成２８年度上富田町一般会計予算

議案第３６号 平成２８年度上富田町特別会計国民健康保険事業予算

議案第３７号 平成２８年度上富田町特別会計後期高齢者医療予算

議案第３８号 平成２８年度上富田町特別会計介護保険予算

議案第３９号 平成２８年度上富田町特別会計診療所事業予算

議案第４０号 平成２８年度上富田町特別会計宅地造成事業予算

議案第４１号 平成２８年度上富田町特別会計宅地取得資金貸付事業予算

議案第４２号 平成２８年度上富田町特別会計住宅新築資金貸付事業予算

議案第４３号 平成２８年度上富田町特別会計奨学事業予算

議案第４４号 平成２８年度上富田町特別会計農業集落排水事業予算

議案第４５号 平成２８年度上富田町特別会計公共下水道事業予算

議案第４６号 平成２８年度上富田町水道事業会計予算

議案第４７号 平成２８年度上富田町特別会計朝来財産区予算

議案第４８号 平成２８年度西牟婁郡公平委員会予算

予算審査特別委員会委員長報告
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　現在、国による様々な少子化対策が取り組

まれているところであるが、少子化の進行は、

なおも深刻な状態にある。

　そうしたことから、子育て世代の経済的負

担を軽減する措置が少子化対策の重要施策と

なっており、すべての都道府県及び市町村に

おいて、子どもの医療費助成制度が実施され

ている。

　しかし、それぞれの市町村の財政状況もあ

り、制度内容にも格差が生じている。

　また、近年においては、アトピー性皮膚炎や、小児喘息など長期の療養を要する病気も増加しており、医

療費無料化により、病気の早期発見と早期治療、治療の継続を確保することが、所得の違いに関係なく、す

べての子どもの健康を守る上でも大きな役割を果たしている。

　子どもを安心して産み、育てることのできる社会の実現をめざすには、国による支援はとても重要である。

　よって、中学校卒業までの医療費の無料化を全国一律の制度として早急に創設されるよう強く要望する。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成２８年３月１６日

上富田町議会

（提出先）

内閣総理大臣・財務大臣・厚生労働大臣・総務大臣

意  見  書 　３月定例会で１件の意見書が提出され、全会一致で可決し、国の関係機関へ

送付しました。

中学校卒業までの医療費の無料化を
全国一律の制度として創設することを求める意見書
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２月
臨時会

会期 （平成２８年２月１７日 ) 
１日間　 

　２月臨時会に町長から提出された案件は、条例の一部改正３件、町有

財産の処分１件で、いずれも原案どおり可決しました。

◎上富田町税条例等の一部を改正する条例

（地方税法施行規則の一部を改正する省令等の一部を改正する省令が、平成２７年１２月２５日に公布さ

れたことに伴う改正で、税務当局へ提出される申請・申告等の手続きで納税義務者等の負担を軽減する

ため、一定の場合において個人番号の記載を不要とするもの）

◎職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例

◎上富田町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例

（以上２議案については、本年度人事院勧告及び和歌山県人事委員会勧告による給与改定に準じて本条例

の一部を改正するもの）

　売却物件	 	 西牟婁郡上富田町朝来字大内谷

   １６８４番地　他７４筆　３９，４９９.５４㎡

　売却価格	 	 一金　３１２，９０４，０００円

　

　目　　的	 	 企業用造成地として

　契約の相手方	 西牟婁郡上富田町朝来２０５３番地

   株式会社　清本組

   代表取締役　清本　泰弘

条　例

町有財産の処分について
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３月
  議会

会期 （平成２８年３月７日〜１８日 ) 
１２日間　 

　３月定例会に町長から提出された案件は、条例関係等２２件、平成２７年度一

般会計・特別会計補正予算８件、平成２７年度各会計の当初予算１４件で、いず

れも原案どおり可決しました。

◎上富田町税条例の一部を改正する条例

（平成２７年度の地方税法の改正により、町税における徴収猶予の制度改正が行われ、新たに申請による

換価の猶予等が創設されたことに伴い、本条例の一部を改正するもの）

◎上富田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

（国民健康保険法施行令の一部を改正する政令が公布されたことに伴い、本条例の一部を改正するもの）

◎上富田町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例

（行政不服審査法及び行政不服審査法施行令の改正に伴い、本条例の一部を改正するもの）

◎上富田町地方活力向上地域における固定資産税の特別措置に関する条例

　（大都市圏から地方への本社機能の移転を促進するために地域再生法の一部が改正され、地方活力向上

地域内において特定業務施設を新設し、又は増設した者に対する固定資産税の不均一課税の特別措置につ

いて条例を制定するもの）

◎行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例

　（行政不服審査法及び行政不服審査法の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律の施行に伴い、法改

正に基づき、関係条例を整備するもの）

◎職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例

（地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う改正及び給料表の６級制の導入に伴い、本条例の一部

を改正するもの）

◎上富田町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例

（給料表の６級制の導入に伴い、本条例の一部を改正するもの）

◎職員の退職管理に関する条例

◎上富田町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例

◎職員の勤務時間に関する条例の一部を改正する条例

◎職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例

（以上４議案については、地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴い、条例の制定及び一部改正するもの）

◎上富田町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例

（非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部改正に伴い、本条例の一部を改正するもの）

◎上富田町報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例

（上富田町市ノ瀬診療所の医師に係る報酬と上富田町歴史的文化的景観保全条例の制定に伴う景観保全審

議委員の報酬について、本条令に追加するもの）

◎上富田町水源かん養基金条例

（上富田町の水源を養い育て推進していくため、本条例を制定するもの）

◎上富田町保育所条例の一部を改正する条例

（なのはな保育所の設置に伴い、本条例の一部を改正するもの）

◎上富田町乳幼児医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例

（入院に係る医療費の補助を、中学生まで拡大するための一部改正）

主な条例



− 13 −

◎上富田町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

（地域密着型通所介護の基準の追加と認知症対応型通所介護について地域との連携に関する規定の追加を

行うための一部改正）

◎上富田町地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービ

スに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

（介護予防認知症対応型通所介護について、地域との連携に関する規定の追加を行うための一部改正）

◎公の施設の指定管理者の指定について

（上富田町地域福祉センターについて、上富田町公の施設に係る指定管理者の指定手続き等に関する条例第５条

の規定により、社会福祉法人上富田町社会福祉協議会を指定管理者として引き続き指定するもの）

◎公の施設の指定管理者の指定について

（上富田町体育施設のうち上富田スポーツセンター、上富田町若者広場、市ノ瀬体育館の３施設について、上富

田町公の施設に係る指定管理者の手続き等に関する条例第５条の規定により、特定非営利活動法人くちくまの

クラブを指定管理者として引き続き指定するもの）

◎上富田町行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の

利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例

（上富田町乳幼児医療費の支給に関する条例の一部改正に伴い、本条例に規定している条文の改正）

◎和歌山県と上富田町の行政不服審査法第８１条第１項に規定する機関に関する事務の委託について

（この事務の委託は、行政不服審査法の改正に伴い、同法第８１条第１項に規定する機関の事務を和歌山

県に委託したいので、地方自治法の規定により議会の議決を求めるもの）

＜平成２８年度当初予算＞
平成２８年度の一般会計・特別会計予算額

　平成２８年度の一般会計当初予算は５４億８，８００万円で、対前年度と比較すると、６億５００万円（９．９％）の

減となっています。

　平成２７年に開催された紀の国わかやま国体、また高速道路関連や統合保育所建設などの大型事業がほぼ完了

したため、予算総額は６年ぶりに５５億円を下回る規模となっています。

　しかしながら、扶助費や特別会計への繰出金は依然増加しており、財源不足を基金取り崩しで補填するなど、

本年度も引き続き厳しい財政運営となっています。

特

　別

　会

　計

国 民 健 康 保 険 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

診 療 所 事 業

宅 地 造 成 事 業

宅 地 取 得 資 金 貸 付 事 業

住 宅 新 築 資 金 貸 付 事 業

奨 学 事 業

水 道 事 業
 

農 業 集 落 排 水 事 業

公 共 下 水 道 事 業

朝 来 財 産 区

西 牟 婁 郡 公 平 委 員 会

計

会　　計　　名

一　般　会　計

予　　算　　額

５４億８,８００万円

２２億８,４７２万４千円

２億７,４８０万５千円

１４億１,１７９万４千円

４,２４２万２千円

９,２１０万５千円

１０２万６千円

３５４万３千円

８３３万３千円

４億６,５７８万７千円

４億６,８０８万３千円

１億８,９２６万７千円

３億１,０７９万円

６８４万３千円

１３３万８千円

　　１０６億２,８８６万円

収 益 的 事 業

資 本 的 事 業
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町税　　対前年度比△８，１２５千円（△０．５％）
固定資産税では、新築家屋分及び償却資産等の増収を見込んでいますが、法人町民税については、標準税率
の改正の影響により減収見込みのため、町税全体では対前年度比△ 0.5％、8,125 千円の減となっています。

●法人町民税　△ 28,000 千円（H28：  82,050 千円　←　H27：110,050 千円）
●固定資産税　＋ 24,000 千円（H28：665,000 千円　←　H27：641,000 千円）

繰入金　　対前年度比△２４０，７０７千円（△６９．４％）
特別会計水道事業からの繰入金を新規計上していますが、普通建設事業費の大幅な減少に伴い、減債基金や
不足財源を補う財政調整基金の繰入が減となっており、繰入金全体では対前年度比△ 69.4％、240,707 千円
の減となっています。

●減債基金繰入金　　△ 170,399 千円（H28：0 千円　←　H27：170,399 千円）
●財政調整基金繰入金　 △ 70,696 千円（H28：52,064 千円　←　H27：122,760 千円）
●特別会計水道事業繰入金　＋ 23,254 千円（H28：23,254 千円　←　H27：0 千円）

諸収入　　対前年度比△５２，５００千円（△４２．５％）
残土処分場整備事業費の減少に伴い建設残土処分料が減となるため、諸収入全体では対前年度比△ 42.5％、
52,500 千円の減となっています。

●建設残土処分料　△ 51,840 千円（H28：32,400 千円　←　H27：84,240 千円）

地方交付税　　対前年度比＋２０，０００千円（＋１．１％）
普通交付税では平成２７年国勢調査人口（速報値）の増加等を勘案、特別交付税では地域おこし協力隊分の
増を見込んでおり、地方交付税全体では対前年度比＋ 1.1％、20,000 千円の増となっています。

●普通交付税　＋ 15,000 千円（Ｈ 28：1,550,000 千円　←　H27：1,535,000 千円）
●特別交付税　＋ 5,000 千円（Ｈ 28：220,000 千円　←　H27：215,000 千円）

地方消費税交付金　　対前年度比＋８０，０００千円（＋５７．１％）
平成２７年度の交付見込み額等を勘案し、対前年度比＋ 57.1%、80,000 千円の増となっています。

●地方消費税交付金　＋ 80,000 千円（H28：220,000 千円　←　H27：140,000 千円）

国庫支出金　　対前年度比＋１１，５６８千円（＋２．１％）
農村地域防災減災事業補助金が事業完了により減となっていますが、地域型保育給付費負担金及び社会資本
整備総合交付金等の増により、国庫支出金全体では対前年度比＋ 2.1％、11,568 千円の増となっています。

●地域型保育給付費負担金　＋ 14,332 千円（H28：14,332 千円　←　H27：0 千円）
●社会資本整備総合交付金　＋ 11,000 千円（H28：16,500 千円　←　H27：5,500 千円）
●農村地域防災減災事業費補助金　△ 15,000 千円（H28：0 千円　←　H27：15,000 千円）

県支出金　　対前年度比△６１，６００千円（△１１．９％）
紀の国わかやま国体の終了による交付金の減及び市ノ瀬小学校屋内運動場への蓄電池付太陽光発電装置設置
事業完了による公共施設再生可能エネルギー等導入補助金等の減により、県支出金全体として対前年度比△
11.9％、61,600 千円の減となっています。

●紀の国わかやま国体会場地市町村運営交付金　△ 54,422 千円（H28：0 千円　←　H27：54,422 千円）　
●公共施設再生可能エネルギー等導入補助金　△ 28,914 千円（H28：0 千円　←　H27：28,914 千円）

町債　　対前年度比△３６５，４００千円（△４８．９％）
統合保育所建設事業、産業振興施設整備事業、紀南環境広域最終処分場建設事業等の減に伴い、町債全体では
対前年度△ 48.9％、365,400 千円の大幅な減となっています。

●統合保育所建設事業債　△ 173,700 千円（H28：122,100 千円　←　H27：295,800 千円）
●産業振興施設整備事業債　△ 106,100 千円（H28：0 千円　←　H27：106,100 千円）
●紀南環境広域最終処分場建設業債　△ 46,400 千円（H28：20,300 千円　←　H27：66,700 千円）

平成２８年度 一般会計予算の主な歳入・歳出

歳　入
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議会費　　当初予算　８４，７５１千円　　対前年度比△８，８４６千円（△９．５％）
議員共済会負担金率の低下等により、議会費全体では対前年度比△ 9.5％、8,846 千円の減となっています。

●議員共済会負担金　△ 7,845 千円（H28：14,350 千円　←　H27：22,195 千円）

総務費　　当初予算　６５８，６４６千円　　対前年度比△５４，６３５千円（△７．７％）
蓄電池付太陽光発電装置設置事業・地域防災計画策定事業等の完了により、総務費全体では対前年度比△ 7.7％、
54,635 千円の減となっています。

●蓄電池付太陽光発電装置設置事業　  △ 28,914 千円（H28：0 千円　←　H27：28,914 千円）
●地域防災計画策定業務委託料　  △ 6,607 千円（H28：0 千円　←　H27：6,607 千円）
●国勢調査費    　△ 5,802 千円（H28：0 千円　←　H27：5,802 千円）

民生費　　当初予算　２，１２２，０３２千円　　対前年度比△１１３，２１０千円（△５．１％）
地域型保育給付費負担金の新規計上、また特別会計【国保・介護保険・後期高齢】への繰出金は増加していますが、
統合保育所建設事業費の減少により、 民生費全体では対前年度比△ 5.1％、113,210 千円の減となっています。

●統合保育所建設事業　　　　△ 197,327 千円（H28：136,437 千円　←　H27：333,764 千円）
●地域型保育給付費負担金　　＋ 35,723 千円（H28：35,723 千円　←　H27：0 千円）
●特別会計【国保・介護・後期高齢】への繰出金  　＋ 34,252 千円（H28：621,095 千円　←　H27：586,843 千円）

衛生費　　当初予算　６７５，２３８千円　　対前年度比△３４，６９３千円（△４．９％）
上大中清掃施設組合負担金は増額となっていますが、紀南環境広域施設組合負担金の減額幅が大きいため、衛
生費全体では対前年度比△ 4.9％、34,693 千円の減となっています。

●紀南環境広域施設組合負担金　△ 47,132 千円（H28：26,130 千円　←　H27：73,262 千円）
●上大中清掃施設組合負担金　＋ 15,111 千円 (H28：132,146 千円　←　H27：117,035 千円）

農林水産業費　　当初予算　２６６，０８１千円　　対前年度比＋１１，４７６千円（＋４．５％）
上富田町水源かん養基金積立金の新規計上等により、農林水産業費全体では対前年度比＋ 4.5％、11,476 千円の増となっています。

●上富田町水源かん養基金積立金　　＋ 20,000 千円（H28：20,000 千円　←　H27：0 千円）
●経営体育成支援事業　　＋ 4,000 千円（H28：4,000 千円　←　H27：0 千円）
●農村地域防災減災事業　　△ 15,015 千円（H28：0 千円　←　H27：15,015 千円）

商工費　　当初予算　２８，８６５千円　　対前年度比＋１１，７３６千円（＋６８．５％）
地域おこし協力隊費用の新規計上等により、商工費全体では対前年度比＋ 68.5％、11,736 千円の増となっています。

●地域おこし協力隊費用　　＋ 6,360 千円（H28：6,360 千円　←　H27：0 千円）
●道標移設事業　　＋ 3,700 千円（H28：3,700 千円　←　H27：0 千円）
●観光コンシェルジュ業務委託料　　＋ 1,560 千円（H28：1,560 千円　←　H27：0 千円）

土木費　　当初予算　３４４，９９５千円　　対前年度比△３０５，８４９千円（△４７．０％）
高速道路関連事業費の大幅な減少により、土木費全体では対前年度比△ 47.0％、305,849 千円の減となっています。

●残土処分場整備事業　　△ 181,778 千円（H28：25,222 千円　←　H27：207,000 千円）
●産業振興施設建設事業　　△ 141,000 千円（H28：0 千円　←　H27：141,000 千円）
●橋梁長寿命化点検業務委託料　　＋ 16,000 千円（H28：16,000 千円　←　H27：0 千円）

消防費　　当初予算　２０５，４６３千円　　対前年度比△６３，５４４千円（△２３．６％）
消防救急無線デジタル化整備事業の完了及び人件費等の減に伴う消防事務業務委託料の減により、消防費全
体では対前年度比△ 23.6％、63,544 千円の減となっています。

●消防事務業務委託料　　△ 66,454 千円（H28：182,971 千円　←　H27：249,425 千円）

教育費　　当初予算　４１７，１１６千円　　対前年度比△８９，８７５千円（△１７．７％）
紀の国わかやま国体の終了により、教育費全体では対前年度比△ 17.7％、89,875 千円の減となっています。

●紀の国わかやま国体上富田実行委員会補助金　　△ 96,522 千円（H28：0 千円　←　H27：96,522 千円）
●文化会館修繕料　　＋ 6,799 千円（H28：10,460 千円　←　H27：3,661 千円）

公債費　　当初予算　６８２，６１３千円　　対前年度比＋４２，４４０千円（６．６％）
防災行政無線デジタル化整備事業等の元金償還が始まるため、公債費全体では対前年度比＋ 6.6％、42,440 千円の増となっています。

●元金償還金　　＋ 49,856 千円（H28：613,008 千円　←　H27：563,152 千円）
●利子償還金　　△ 7,416 千円（H28：69,605 千円　←　H27：77,021 千円）

歳　出
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予算審査の様子
予算審査特別委員会審議日程

　上富田町議会では、予算審議の更なる充実

を図るため昨年度から予算審査特別委員会を

設置し、平成２８年度一般・特別会計当初予算１４

会計の審議を行いました。審査日程及び審査方

法の協議を含め３日間にわたる審査を経て、討

論・採決を行いました。審査過程では活発な質

問・意見が出されました。

3月  7日

3月14日

3月15日

（月）

（月）

（火）

審査日程について・審査方法について

議会事務局

総務課（財政情報システムＧ）

総務課（行政Ｇ・まちづくりＧ）

税務課

教育委員会

住民生活課（生活Ｇ・住民Ｇ）

住民生活課（国保、後期高齢者、介護、　診療所）

産業建設課

上下水道課

討論・採決

編
集
後
記

　「
議
会
だ
よ
り
」
第
１
５
４
号
を
お

届
け
し
ま
す
。

　今
回
は
、
２
月
臨
時
議
会
で
審
議
し

た
町
有
財
産
の
処
分
１
件
、
３
月
定
例

会
で
審
議
し
た
、
平
成
28
年
度
一
般
会

計
・
特
別
会
計
当
初
予
算
の
主
な
内
容
、

意
見
書
、
４
議
員
の
一
般
質
問
、
ま
た
、

今
議
会
に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
一
般

会
計
・
特
別
会
計
当
初
予
算
を
議
員
十

一
名
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
３
日
間
の
日
程
で
審
議

が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
委
員
長
報
告
等

を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
下

さ
い
。

　今
後
も
「
議
会
だ
よ
り
」
を
通
じ
て
、

議
会
活
動
を
町
民
の
皆
様
に
わ
か
り
や

す
く
お
伝
え
し
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


